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山形西ロータリークラブ会報
会長：小 林 　 惠 一 　　幹事：菅 原 　 茂 秋

Yamagata West Rotary 第2817回例会 平成30年7月9日（月）

地 区 目 標

クラブテーマ

「ロータリーの原点に戻ろう」 BACK TO BASICS

「あなた自身のロータリーを生きる」こころに奉仕と友情の灯をともそう

◆点鐘：小林　惠一 会長	 ◆ロータリーソング：四つのテスト
◆司会：新藤　幸紀 S.A.A.	 ◆会場：山形グランドホテル

先週来続いた雨による西日本被災
地の動向について、救援が進むにつ
れ事態の深刻さが明らかになって来
ました。今後を注視して参りたいと思
います。
本日は、例会に先立ちクラブ協議会

を開催し白田G補佐にご臨席頂きご
教示を賜りました。感謝申し上げます。

このあと恒例のビアパーティですので、昨今のビール事情に
ついて話をさせて頂きます。日本では1990年代に製造免許
に必要な最低製造量が引き下がり、以来中小メーカーが造る
ビールに注目が集まりました。また今年４月に「酒税法改正」
があり副原料に果実や香辛料を使用してもビールと表記出来
るようになりました。ビールは苦味、酸味、甘味のバランスで
成り立つといわれますが、近年ポップの品種改良で草木や果
実の香りがするもの等も出てきているようです。日本もクラフ
トビール等、個性を楽しめる時代に入ったと感じています。
一般的に日本で飲まれてきたのは低温で長時間発酵させた
ピルスナーという種類。色が薄く、すっきりした味わいで冷や
して爽快感を楽しむ。しかし、ここ何年か国内のビールの消
費量は１％程度落ち続けています。先進国でこうした傾向が
顕著です。南米チリと云えばワインが有名ですが、地ビール
を営む小規模ブリュワーが結構存在します。当然大手のメー
カーもあり、最初に訪れた1988年当時、大変多くのメーカー
や各種銘柄が店頭で販売を競っていました。でも飲むならな
んといっても地ビールです。個性的な酵母を使い味もしっかり
した生ビール、チリではSchop（チョップ）と言いますが、こ
れが最高です。
トラディショナルで装飾が施されたセラミックの容器（サー
バー）からよく冷えたビールを注いでくれます。数ある地ビー
ルの中で印象的だったのは、南極の手前まで南下した途中
で出会った地ビール「クンスマン」です。サンティアゴから南
へ800km。風光明媚なValdivia（バルティバ）村、ここでド
イツ系移民の手と地元の美味しい水によって生まれた地ビー
ルは、150年以上の歴史を持つブリュワーですが、ここの赤
味がかった琥珀色の「トロバージョ」という銘柄がフルーティ
でコクがありうまかった。生涯忘れることの無い味です。

バルディバには直営レストランがあって、そこ限定で濾過
されていない「トロバージョ」の生が飲める。飲むときは、
Schop Torobayo Grande！「トロバージョの大生」と言っ
て注文します。
もう一つは「クロス」。チリの地ビールは、もともと一人で

細 と々手作りしていたドイツ人技術者に目を付けたチリ人との
コラボで各地に個性的なビールを生み出して来た。クロスの
「ゴールデン」という銘柄。濃いめで黄金色のペール・エー
ル。アルコール度数が高くモルトとホップとさわやかな香と苦
味の実に個性的な味わいです。
反対に1990年代初めごろ訪れた中国のピジョ、今は違う

と思いますが食文化の違いでしょうか、夏に生暖かい常温の
ビールには辟易した覚えがあります。アメリカでも各地で大
変多く飲む機会に恵まれたはずですが、特筆すべき記憶があ
りません。不思議ですね？

小林　惠一 会長会長挨拶

●白田ガバナー補佐より、お祝いを頂戴しております。どうも
ありがとうございます。
●新会員の市川さんを紹介します。山形電力センターの部長さ
んでございます。
●5ブロックの名簿の提出期限が、次回23日の例会になってい
ます。何卒、間違いのないようによろしくお願いいたします。

菅原　茂秋 幹事幹事報告

写楽クラブ  2018新緑の撮影旅行
７月８日（日）　宮城県塩釜市周辺



会員総数 出席会員数 会員総数 出席義務会員数 出席会員数 出席率

本日出席（7/9） 98名 71名 修正出席（6/25） 98名 88名 85名 96.59％
メークアップ
された会員

＜本日出席・修正出席＞

皆さんこんばんは。昨年２月９日に山形東ロータリークラブの
30周年記念式典に多くの方が参加していただいてありがとうご
ざいました。
30周年がスタートするまでは、実行委員長、実行幹事が各ク

ラブを訪問して出席のお願いをしたわけですけど、終わった途
端、会長が全部、次からの各クラブの周年事業に回るというこ
とで、非常にいっぱいお礼を言いながら各クラブ回ってきまし
た。ただ、私もちょっと以前、体調を崩して今現在はお酒をや
めております。やめてからもう14年ぐらいになりますが、酒をや
めたのに、血糖値が高く、甘い物も食べるなと。なおかつ、朝

は歩いて運動しろということで、最近は女房の後ろ姿を見なが
らとぼとぼと約30分から45分歩いている日常です。
今日は、西クラブさんのクラブ協議会に出席しまして、やっ

ぱり「素晴らしいなあ」と。「我々のクラブのスポンサークラブ
なんだな」ということを痛切に感じました。
私は、先ほどもお話ししましたが、前年、まあ前年というよ

りも先週までクラブ会長で、今週からはガバナー補佐という、
なんか非常に誰も経験したことのないことを私が経験していま
す。ただ、前年会長という立場で、忘れないうちにガバナー補
佐になれたということも、いろいろ皆さんのお手伝いもできるこ
とがあるんじゃないかと思っています。小林会長の少しでも力に
なれるように頑張りますので、今年１年よろしくお願いします。

白田　廣司 ガバナー補佐ご挨拶


